
私は川の流れを見るとその流れ

がどこから来たのか気になりま

す．物事の源流を知りたくなるという意味では研究に通ず

るものがあるのでしょうか．

川の流れの源は分水嶺（あるいは分水界）と呼ばれ，地

図上では曲線になります．そして，水という人の生活に不

可欠なものを供給するからか，その地域の地形を反映する

からか，分水嶺の多くは市町村の境あるいは県境と一致し

ます．核融合プラズマ研究の一大拠点がある岐阜県土岐市

には�字型に川が流れています．�字の上辺が土岐川，右足

と左足がその支流である妻木川，肥田川にそれぞれ対応し

ます．土岐市の北辺は土岐川水域と木曽川水域の境にな

り，南辺は妻木川と肥田川の分水嶺で，それは岐阜県と愛

知県の境でもあります．

京都府南部にある核融合プラズマ研究の拠点がある宇治

市には宇治川が流れ，レーザー研究の拠点がある木津川市

には木津川が流れています．宇治川の分水嶺は基本的に滋

賀県の県境を形成し，滋賀県に降った雨は琵琶湖にそそ

ぎ，琵琶湖から流れ出る唯一の川は瀬田川で，京都府に入

ると宇治川と呼ばれます．宇治川水域の南側は木津川水域

となり，滋賀県と三重県の境にある御斉峠（おとぎ峠）は

宇治川水域と木津川水域を分ける峠です．おとぎ峠は，そ

の昔，伊賀の国と近江の国の境であり，司馬遼太郎の小説

「梟の城」はこの場所から物語が始まります．

学会事務局がある名古屋市からは，晴れた日に伊吹山や

御在所山が見えます．それらの頂の向こう側に降った雨は

琵琶湖を経由し宇治川になり京都南部を迂回して淀川にな

り大阪湾にそそがれることを思うと，学会事務局の窓から

見る風景も少し違う色彩を帯びるような気がします．

編集委員会の企画幹事を一年間務めさせていただきまし

た．編集会議では私の至らぬ部分を豊田先生と森先生に助

けていただき，感謝しております．この場をかりてお礼申

し上げます． （石澤明宏）
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